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ウイリアム ウイリス先生は鹿児島のいや 日本の近代医学教育及び近代医療の開拓者の一人として,私 共鹿児島にお

いて医学を学び医を実践する者達にとっては決 して忘れることは出来ない恩人であ り,そ の御功績については永遠に語

り継がれていく必要があ ります.ウ イリス先生は当初英国大使館付 き医官 として来日され,生 麦事件での治療に当たら

れた りした後,戊 辰の役では負傷者に対 して敵味方の差別無く新 しい治療を施 して古来の日本の治療法の過ちを正 し,

次いで東京大学の前身東京医学校兼大病院の院長を勤められた後,明 治政府の方針が英国医学か らドイツ医学採用へ と

切り替わったため,薩 摩の地に移られ,英 国流の医療の実践を行い,さ らに医学校 を開いて近代医学の教育にあたられ

たのであります.先 生は医学のみならず英語を習いに来る学生にも西欧人のものの考え方を教え,沢 山の弟子を育てる

ことによって,日 本の文明開化にも大きく貢献されたのであります.先 生は今から100年前の1894年2月15日 に病没 さ

れました.こ の100年 の節 目を記念 して,同 先生の我が国の医学及び文化への測 り知れない御貢献 を顕彰 し,御 遺徳 を

偲び,感 謝の念を捧げる為の事業が鹿児島大学医学部教授会で計画されたのであります.今 般その事業のひとつとして,

ウイリス先生に関する資料を集め,鹿 児島大学医学雑誌特集号 として出版 し,世 の中へ広 く周知を計ると共に,資 料の

保存を計ることがなされた訳であ ります.そ の結果この特集号に見 られるように沢山の方々から貴重な資料のご紹介や,

あるいはお忙 しい中での御寄稿 を頂き,ま ことに有難 く思っております.し かしながら,と りわけウイリス先生につい

て御研究をなされ,我 が国にとって忘れることの出来ない医学の恩人であるという紹介に尽力された元鹿児島大学医学

部長佐藤八郎名誉教授が,1993年10月 に突然御他界され,こ の特集号に新たに御寄稿いただけないことは,何 とも残念

なことであります.そ の意味におきまして,こ こにこの特集号の完成を見,故 佐藤八郎先生の御遺志に少 しでも報いる

ことが出来る運びとなりましたことは,私 共関係者一同胸をなでおろしているところであ ります.

尚,記 念事業の一環 としては,1994年4月9日 にウイリス先生の御遺徳顕彰記念式典を行ない,講 演会を催 したほか,

去る1994年9月 初旬,鹿 児島大学医学部有志 と鹿児島日英協会幹部さらにウイリス先生の御子孫あるいは同先生のお弟

子さんの縁の方々が相集い,英 国への訪問団を編成しました.そ してウイリス先生の英国での足跡,と くに医学学習の

背景を,エ ヂ ンバラ大学医学部においてその歴史的伝統的重みのうちに感 じ取 り,ロ ンドンの日英協会との交流の中で,

昔からの友好をさらに深める思いを新たにし,さ らに北アイルラン ドのファーマーナ郡エニスキ レンに今なお昔のまま

に残っている先生の終焉の館を訪れ,近 くの教会の墓地にある先生の御一家のお墓に対 し心からなる感謝の念をもって,

花輪と黙祷を捧げたのであります.そ の際水平におかれたウイリス家の墓碑に,先 生の御逝去の 日付けが,15.Feb.

1894.と なっていたことを確認いた したのであ りました.

私共は,ウ イリス先生なくしては今 日の鹿児島地域の医療 ・医学教育はあ りえなかったと思ってお ります.幕 末から

明治初期の日本の夜明けの時代に活躍 されたウイリス先生の具体的な内容については,こ の特集号に詳 しく述べ られて

お りますので是非御一読頂 きたく存 じます.そ して願わくば本特集号を通 じて,少 しでも多 くの方々がウイリス先生に

関心を寄せられ,さ らに改めてウイリアム ウイリス先生の人種をこえた人間愛,学 徳,日 本の近代の黎明期における

その偉大な御功績などを偲んで頂ければ,大 変幸甚であります.最 後にこの特集号の編集のため大変な御尽力を頂いた,

本学解剖学第二講座村田長芳教授に深甚なる御礼を申しあげます.
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